
日本語の終助詞使用

日本菰口口

日英対照の観点 より

の終助詞使用

守 屋 三千代

はじめに

話 し手 は外界 に存在す るモノや出来 した コ トガラを認識 して,そ の認識内容 を

聞 き手な どの他者に向けて伝達 した り,関 連知識 を提供 した り,外 界の刺激 に伴

う感情 を表出 した り,あ るいは行為 の要求を行 った りする。 この ときに,日 本語

では認識 したモノ ・コ トガラを客観的に整理 し抽象度の高い文法規則 に沿って言

語化す る,と い う方向性 だけでな く,む しろ談話 を構成 している具体的な話 し手

自身や聞 き手 自身,お よび談話の行われている場 に注意を振 り向け,そ うした具

体性 に即 して言語化す るという特徴 が観察 される。(守 屋2004.9)

日本語 においては,話 し手 と聞 き手 は談話の場 を構成 し,か つ社会的存在で も

ある個人 と個人 として把握 され,そ れに即 して言語化 される。すなわち,話 し手

も聞 き手 も必ず しも抽象化,記 号化 された人称代名詞で表示 されるのではな く,

話 し手の主観 により様 々な種類の呼称があて られる。 同様 に,話 し手 と聞き手の

社会的な立場や,個 人的な関係性 に応 じて,文 体や敬語 なども使い分 けられる。

これに対 し英語 や中国語で は,抽 象 的な機能語 である"1/you/he,she,it"や

「我/祢/他 」な どの人称代名詞の体系 を持 ち,ど んな話 し手 であって も,そ れ

を用いることで丁寧 さを欠 くといった社会的な不都合 を生 じることがない。同様

に,文 体や敬語の体系 も持たないが,こ れも談話 を構成す る話 し手 と聞き手が言

語使用上の約束事 として抽象化,記 号化 された言語世界で,言 葉がや り取 りされ

ることの現われであ り,こ の点 も日本語 とは対照的である。 こうしてみる と,目

の前の聞 き手のあ りようを意識 した終助詞の使用は,日 本語の話 し手 と聞 き手の

とらえ方 を如実に表 しているといえよう。

また 日本語 においては,主 題つ まり談話で取 り上げ られてい る対象の提示 とそ

の維持 に関わる主題マーカーや指示語,お よび談話の論理的流れを細か にナ ビゲ

ー トする接続語などの談話構成に関わる形式が比較的多いことが指摘 されている
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が,特 に話 し言葉 においては,「 ね」の ような間投助詞の機i能を併せ持つ終助詞

や上昇性 のイ ン トネーシ ョンー いずれ も文終止を必ず しも意味 しない形式である

が一 を文末に伴 う特徴的な現象 も見 られる。こうしたことか ら,日 本語において

は談話が話 し手 と聞き手の共同作業 として意識 されている可能性が窺える。

以上の ような観点 に基づ き,小 稿では終助詞 に注 目し,1で 終助詞の記述 に関

す る疑問点 をまとめ,IIで 小説の会話文 とその英訳 とを対照 しなが ら,日 本語の

終助詞使用の特徴 を考える。

1.終 助詞の記述 に関する疑問点

周知の ように,日 本語の終助詞は情報の帰属先や情報量の優位性 をめ ぐる話 し

手 と聞 き手の関係性 や,親 しさの度合い,共 感の有無,聞 き手の社会的立場,発

話行為の種類な どによ り,ど の終助詞 を使 うかがある程度決 まって くると考 えら

れている。例えば,指 示の発話行為や,聞 き手が未だ認識 していないコ トガラの

提示には 「よ」が,情 報共有が想定で きる場合の確認や同意要求,お よび同意を

返答す る場合には 「ね」が付け られるな どである。

これ らの情報は,日 本語教育 において終助詞 を持たない多 くの言語 を母語 とす

る学習者 にとり,ど んな ときに使 ってよいか,ど んな ときに使 うと誤用 になった

り不 自然 になった りす るか,そ のめやす を示す点で,有 効な基本的情報である。

しか しなが ら,こ のような情報の角度か ら終助詞 を把握する考え方が終助詞の

本質 をついたものであるか というと,疑 問がある。

第1に,例 えば 「ね」 は,「 先週 もこの電車 で会 ったね」「そうだったかね。 よ

く覚えてないね」 などのように,情 報の共有が志向 されているとは考 えられ ない

場合 にも使 われてお り,情 報の共有性 の角度では必ず しも説明がつかない ことが

わかる。む しろ,情 報が共有で きるか どうか とは無関係 に,談 話や聞き手 との関

係性 を構築 し維持する機能を 「ね」が担 っていると考える方が 自然である。

第2に,聞 き手が既 に持 っている情報や感情な どに関す る共有認識であるが,

「聞 き手の情報 は本来未確認であ り,確 認不可能であ る」 とい う現実 と基本的 な

矛盾がある。我 々は聞 き手 にいちいち同意 を確認 してか ら 「ね」を使 うわけで も,

そうでないか ら 「よ」 を使 うわけで もない。確 かに,話 し手が主観 的に聞 き手の

情報 を想定すると考 えることは可能であるが,厳 格 に正確 さを期 して想定 される

わけではない と思われる。

ここで注 目すべ き点は,聞 き手 しか知 り得 ない心的状況へ の言及は,疑 問文 と

並んで 「おい しいね/さ び しいね」の ように,「 ね」 を用 いることで文法的に適
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格 になるとい うことである。つ ま り,こ の場合の 「ね」 は,認 識の共有 とい う配

慮的な目的の もとで,聞 き手の内面 に直接踏み込むことな く,か つ聞 き手の内面

への言及 を可能 にする,必 須の文法形式 として使 われている。

第3に,通 常の会話では共有する情報が多 く,情 報のあ りかを特定する必要の

ない普遍的知識 にむ しろ基づいて交わされてお り,そ の際 も複数の終助詞が使 わ

れる。 この点か ら見ても情報のあ りか とい う観点か らでは,説 明がつ きに くい。

第4に,終 助詞の 「よ」が聞 き手の未知情報 を提示する際 に用い られる終助詞

だ とす ると,以 下のようにまさに情報提示の場合 でも聞 き手への配慮 を欠 き,不

適切 な文 になることの説明がつ きに くい。

例):(提 出の際に)「 先生,こ れはレポー トです よ」

聞 き手 にとり新 しい情報を提供す ることが言語伝達の基本であるのに不適切 と

なることは 「よ」が聞き手の未知情報 を提示す る以上の機能 をもつ ことを示唆 し

ている。

第5に,終 助詞 は必須成分 として用い られる場合がある0方 で,無 意識に欠落

した り',付 けられた りしている場合や,ご く軽い意味で用い られる場合 も少 なく

ない。 こうした幅があることはむ しろ終助詞の性質 を把握する上で大切 な点であ

る。同時 に,終 助詞を使わないときっぱ りとしす ぎた表現だと感 じられることも

あるが,こ れは終助詞付 きが有標,終 助詞無 しが無標 とい う対立ではな く,使 う

かどうか,使 うな らどれを使 うかが,同 列 の選択肢 となっていることを示唆 して

いる。 このことも,情 報のあ りか という角度か ら終助詞 をとらえることの難 しさ

を示 している。

第6に,談 話 レベルでも終助詞 は使い分け られ,文 と文をつな ぐ機能が観察 さ

れることがあげ られる。例 えば,「 おい しい,お い しいな,お い しいね/お い し

いよね」は,こ の順番 で連続的に発話 されることはあって も,こ の逆は成 り立 ち

に くい と考 えられる。 また 「おい しい よ」 と言って前提 を作 り,そ の上で行為 を

促 しておいて,「 ね,お い しいよね」 と確認 を求める場合 も同様である。 これ は

終助詞が話 し手個人の認識の レベルか ら聞 き手に認識が向か うレベルへの段 階に

応 じた体系 を持っていることを示唆 している。

第7に,終 助詞の 「よね」 「わ よ」「わね」等,互 いに機能が対照的な終助詞同

士の重ね型があげ られる。例えば,A「 あ ら,素 敵 だわ,こ れ」B「 うん,い い

わね」A「 色 もいいわ よね」B「 うん,似 合 うわ よ」 な どと言 う表現が可能であ

るが,こ れらは話 し手 自身の認識あるいは表 出,聞 き手 を意識 した認識,聞 き手

に何 らかの行為 を促す ような働 きかけを持 った認識 を,一 ・つ一つ言語化 した結果
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である。 これ らの異 なる終助詞 を共存 させ ることで,聞 き手への語 りかけが話 し

手個人の感情 も含めた確かな認識であること,さ らに聞 き手 と共有で きるもので

あることが二重,三 重に表現 される。つ ま り,認 識,感 情双方の共有の表現であ

り,情 報内容 とは別に,決 して抽象化 されることのない聞 き手 との濃密 な関係性

の構築 を感 じさせ るものである。

第8に,終 助詞 は聞き手 に応 じて,使 用 を控 えた り,逆 に多用 された り,あ る

いはある終助詞が他 の終助詞に変更 された りす る。例えば目上の聞 き手 には 「よ」

や間投詞,終 助詞 を問わず 「ね」 を繰 り返す ことは避 け られるもの と思われる。

この点で も,終 助詞使用 は話 し手 と聞き手 との関係性の表現 に関わることがわか

る。

第9に,ど の終助詞 を使 うかには男女差 もある。 これ も同様 に終助詞が話 し手

が聞 き手に どんな立場 で言葉 を伝 えるか を表現す る機能 を持つ ことを示 してい

る。

第10に,「 ね」 も 「よ」 も話 し手が内言のように言葉 を引 き取 る場合でなけれ

ば,上 昇性 イ ン トネー ションで発せ られ,こ れは文末で も文 中で も変 わ らない。

つ まり,終 助詞であれ間投助詞であれ,聞 き手 に発話 を投げかけ相手の返事 な り

同意な り,気 づ きな りを求めている点は同様であ り,そ のうち終助詞 として使 わ

れてい るのはた また ま文 として終止 したと把握 されたため にす ぎない。例 えば,

「この件 はまた審議す ることに しま しょうか」 「そ うですね,そ うしましょう。」

という場合の 「ね」は,読 点で書かれているため一般 に問投助詞 と把握 されるが,

実際の発話では文終止 したかどうかの決め手 はない。 このことは 「ね」には談話

と聞き手 との関係性 をいかに構築,維 持するか とともに,間 投助詞,終 助詞の機

能の別 な く,談 話 の維持 に関わる機能 もあることを示 している。

この ように見て くると,終 助詞は文の最後部,聞 き手に対峙す る最前線の場所

にあって,命 題の伝 える情報伝達や発話行為 とは別 に,聞 き手 との関係性 に対す

る心的態度を伝 えるものであ り,そ の底流 には話 し手による聞き手 との共同認識

(守屋2005.10)志 向があ り,さ らにそれが談話の構築,維 持 に も関わってい る

と考 えられる。

こう したス タ ンス に基づ き,以 下,川 端 康成 『雪 国』 の会 話部分 とE.G.

Seidensticker訳"SnowCountry"と を対照する。終助詞の体系 を持たない英語

では基本的に対応す る形での翻訳は不可能である。翻訳で きないことによ り,も

れ落ちるものは何か,あ るいは終助詞を使 うことによ り何が実現するのか,終 助

詞の表現 をそれを持たない英語で伝 えようとした場合,ど の ような工夫がなされ
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るか,な ぜ 日本語 の話 し言葉においてこれほ どの頻度で終助詞が使 われるのか,

さらに談話構成において終助詞はどの ように関わっているかを考察 したい。

11.終 助詞の用法の実際:英 訳 との対照

以 下 川 端 康 成 『雪 国 』 とSnowCountry(EG.Seidensticker1957C.ETuttle)

を例 に 分 析 す る 。(注1)

U-1.文 に お ける 終 助 詞 の使 い分 け

1.終 助 詞 な し:聞 き手 認 識 を積 極 的 に 表 現 せ ず,宣 言 的 に表 出 す る。

「い け な い,い け ない 。 帰 る,帰 る。」 「歩 け る もんか 。 大 雨 だ よ。」

「はだ しで帰 る。這 って帰 る。」

"It
won'tdo,Itwon'tdo.1'mgoinghome.Goinghome."

"Do
youthinkyoucanwalkthatfar?Andlistentotherain."

"1'll
gohomebarefoot.1'llcrawlhome."

上 の 例 の よ うな 意志 動 詞 の 場 合,終 助 詞 が な い と聞 き手 の 意 向 の 有無 とは没交

渉 的 な強 い宣 言的 な文 とな る。 この点 で も 日本語 にお いて は,終 助 詞 な しの 文 が

無 標 の 文 だ と言 えない ことがわか る。

これ に対 し,英 文 は基 本 的 に この よ うな終 助 詞 無 しの文で ある。 この違 い は大

きな もの であ るが,だ か ら とい っ て英 語 が 聞 き手 との 関係性 に無頓 着で,そ の た

め 聞 き手 認 識 を言 語 化 しな い こ とを意味す るわけで はない。例 えば,英 語 で は話

し手 を1,聞 き手 をyouで 指 し,そ れ は基 本 的 に社 会 的 な現 実 の 関係 性 に よって

変 更 され る こ とが ないが,そ れ は あ く まで 客 観 的 ・抽 象 的 な言 語記 号 と しての約

束事 と して これ らの人称 代名 詞が使 われ てい るためで あって,も ち ろ ん話 し手 と

聞 き手 の 存 在 そ の もの まで を記 号化 してい るわ けで はない。 これ に対 し,日 本 語

は 「あ な た」 とい う代 名 詞 を使 うこ とに も制 約が あ るが,こ れ は話 し手 も聞 き手

も言 語 化 す る際 に抽象化 す る過 程 を もたず,生 身 の 人 間 と して 現 実 的 な社 会 的 ・

感情 的関係性 に即 して言語化 す る傾 向の現 われ だ と考 え られ る。終助 詞 の使 用 も

こ う した眼前 の聞 き手 の認識 の仕方 に基 づ いてい る と考 え られ る。

な お,上 の 英 訳 は 日本 語 同 様,繰 り返 し 同 じ言 葉 が 発 せ られ,ま た"1,1190

homebarefoot.1'llcrawlhome."な ど と言 う言 い 方 そ の もの に よ り,酔 っ て 話 し

て い る感 じ に な っ て い るが,英 語 と して 当 た り前 の 無標 の文 で あって,特 に宣 言

的 な言 い 方 に は な っ て い ない。
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2.終 助 詞 な し:未 分 化 な表 出cf.「 わ 」:聞 き手 認 識 含 む 表 出 「よ」:

聞 き手 へ の 訴 え か け

突 然 擦 半 鐘 が 鳴 り出 した。二 人は振 り向 くな り,「 火 事,火 事 よ1」 「火 事 だ 。」

火 の 手 が 下 の村 の 真 中 にあが って いた。～ 「どこだ,君 が 元 い た お 師 匠 さん の

家,近 い ん じゃ な い か。」 「ち が う。」 「どのへ んだ。」 「もっ と上 よ。停車 場 寄 り

よ。」 ～ 「あ ら,繭 倉 だ わ。 繭 倉 だ わ 。 あ ら,あ ら,繭 倉 が 焼 け て る の よ。」

"Fi
re,fire!""Afire!""Whereisit?Fairlynearthemusicteacher's?"

"N
o.""Wherethen?""Fartheruptowardthestation."～"lt'sthecocoon-

warehouse.Thewarehouse.Look,look1Thecocoon-warehouseisonfire."

上 の 例 か らは,終 助 詞 な しの未 分 化 な 表 出 か ら,終 助 詞 を伴 う聞 き手 を意 識 し

た 表 出 か ら,聞 き手 へ の 訴 え か け とい う段 階 が あ る こ とが窺 え る。 す なわ ち,

「火 事 」 → 「火 事 よ」,「繭 倉 だ わ 」 → 「繭 倉 よ」,と い う流 れ は い ず れ も逆 に す る

こ とは不可 能 とはい えないが,や は りこの 順 序 の 方 が 自然 で あ る。前者 は眼前 の

発 見 で未分化 な状 態か ら聞 き手 を認識 し注 意 を促 す機 能へ,後 者 は 聞 き手 を意 識

しつ つ も驚 き とと もに表 出 してい る レベ ルか ら聞 き手 に注 意 を促 す レベ ルへ と変

化 してお り,こ の 流 れ は認 識 の段 階 に ほ ぼ 一 致す る ように思 われ る。終 助詞 には

様 々な形式 が あるが,こ れ らは話 し手 の こ う した 未 分 化 な表 出か ら聞 き手 を意識

し,さ ら に聞 き手 に何 らか の行 為 を促 す に至 るまで の認 識 の軸 に沿 って,過 不 足

な く表 現 し分 け る体 系 を持 ってい る と思 われ る。(守 屋2005.ユ0)

こ の 点 に 関 し,英 訳 で はfireか らafireへ,認 識 の 度 合 い あ るい は概 念 化 の 度

合 い に応 じて無冠 詞か ら不 定冠詞 へ と,や は り未 分 化 な認 識 レベ ル か ら存在 が認

識 され た認 識 レベ ル に応 じた使 い分 けが見 られ る。 なお,聞 き手 に認 識 の共 有,

あ る い は共 同注 意 を求 め る 「繭 倉 よ,繭 倉 よ」 は,Look,look!と 訳 出 され て い

るが,こ の こ とは 「よ」 が 共 同注 意 を促 す典型 的 な形式 で あ るこ とを窺 わせ る。

3.「 わ」:聞 き手 の存 在 ・状 況 を認 識 しつ つ,話 し手 の考 え ・心 の あ りよ う を

表 出す る

・(弟 が この駅 に勤め るこ とになったことに対 して)「 お 世 話 さ まで す わ 。」

"Th
ankyouforallyou'vedone."

・(駅 長洲 蚤我 を して,医 者 に通っていると聞いて)「 ま あ。 い け ませ ん わ。」

"Y
oumustbemorecareful."

「わ」 は表 出 を表 す と言 わ れ て い るが,内 言 的 で は な く,あ く まで 聞 き手 を意

識 した 上 で の表 出であ る。 か とい って,「 ね 」 ほ ど に は 聞 き手 に直 接 訴 えかけ て
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共 に認識 を確 かめ合 う感 じにまでは な らない。つ ま り 「わ」 は内言 的 な表 出 と聞

き手へ の訴 え との あわい にあ って,聞 こ え よが しの 訴 えか けの よ う な語 りか け方

を表現 す る。

上 の英訳文 で は,前 者 は 聞 き手 へ の ね ぎ らい の 表 出 な どよ りも強い具体 的 な謝

意 の表 明 を してお り,後 者 は 聞 き手 の 不 注 意 を指 摘 す る表現 に近づ き,む しろ

「わ」 の な い 文 の 英 訳 に近 くなって い る と思 われ る。前 者 は例 えばIfeelliketo

apPreciateyourkindness～ とす れ ば よ り原 文 の 聞 き手 へ の 訴 えか け方 に近づ く

と思 わ れ る。 問 題 は後 者 で,同 様 にIfeelsorrytohearthat…,あ る い は

That'stoo・.fな ど とす る方 が,一 見 原 文 に よ り近 づ くよ う に感 じ られ るが,実

際 は この よ う な話 し手 の 表 出 的 な表現 で は聞 き手 に対 す る見舞 い の言葉 には な ら

ず,IhopeitIsnothingserious.な ど とす る必 要 が あ る。 つ ま り,日 本 語 の述 定

文 に よ る表 出 は 聞 き手 を強 く意 識 した表 現 であ るため,聞 き手 に 向 け た発 話 行 為

に もな り うるが,英 語 で は そ れ で は単 な る個 人 的 感想 の述べ立 て に過 ぎず,そ の

た めIhopeな どの 形 式 が 必 要 に な る と考 え られ る。

4.「 わ」:聞 き手 の存 在 ・状 況 を認 識 しつ つ 感情 を表 出す る

5.「 よ」:聞 き手 に 直接 訴 えか け る

「港 へ 帰 った ん な ら,そ う と手 紙 を よ こせ ば い い じゃ ないか。」 「いや よ。 そん

なみ じめ な,い や よ。 奥 さ ん に見 られ て もい い よ うな手紙 なんか書 か ないわ。

み じめだ わ。気 兼ね して嘘つ くこ とない わ。」

"B
utifyouweredownonthecoastyoucouldhavewrittenmealetter."

"I
couldn`t.Ireallycouldn't.Icouldn'tpossiblywritethesortofletteryour

wifewouldsee.Icouldn'tbringmyselfto.Idon'ttellliesjustbecause

peoplemightbelistening."

この 例 で は,「 よ」 は正 面 か ら聞 き手 の 目を見 て訴 えか ける感 じ,「 わ」 は そ っ

ぽ を向 い て,し か し十 分 聞 こ え よが しに訴 え る ような感 じが表現 され てい る。 た

だ し,こ の談 話 は全 体 で 反 論 して お り,個 々の 文 は,い ず れ も話 し手 の個 人 的 な

感 情 で あ り,聞 き手 の 行 為 に直 接 関 わ る もの で はない。従 って,こ こ に現 れ た終

助 詞 は個 々 の発 話 をどの ように繰 りだすか,そ の 時 々の ア トラ ン ダム な感 情 の表

れで あ り,現 れ て は消 え る息 づ か い の よ うな もので あ る。 そのた め,「 い や だ わ。

そ ん なみ じめ な,い や だ わ。 ～ 手 紙 な ん か 書 か な いわ よ。 み じめ よ。気兼 ね して

嘘つ くことない わ よ。」 とい うよ うに仮 に終助 詞 を逆 に して も,「 よ」 を 「わ よ」

と女 性 形 にす れ ば,個 々 の 文 も 口吻 の 出 方 に違 い は生 じるが,談 話 レベ ル の 表 現
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意図に大 きな変化 を生 じることはない。

英訳では,不 可能 を強調す るのに,命 題内部に操作が加 えられている。す なわ

ち,reallyやpossiblyな どの副詞や理 由 と して不十分であ ることを強調す る

justbecauseな どの表現,さ らに,Icouldn'tbringmyselfto.な どの 自己への強

制の不可能 を表す表現 などを使 って,「 よ」や 「わ」のいわば訴 える語気 の強 さ

が表現 されている。 日本語の終助詞は聞 き手 との最前線であるため,こ うしたシ

チュエー ションでは直接感情 をぶつけ,し か も聞き手の反応 を意識 した表現 とな

る感 じとな り,聞 き手 との関係性がす ぐにで も揺 らぎそ うな印象がある。 これに

対 し,英 訳ではあ くまで命題内部で、いかに不可能だったか という一事 を主張す

る印象 のみを与え,原 文のように感情の ままに言葉 を繰 り出す といった印象 は特

には与 えない もの と思 われる。

6.「 よ」:聞 き手 よ り も詳 し く得 て い る情 報 ・知識 であ る と認識 し,そ れ を提

示 す る

・(島 村 に芸 者 を世 話 して くれ と頼 まれ て断 る と)「 嘘 をつ け。」「ほ ん と う よ。」

"D
on'tbesilly.""lt'sthetruth."

「よ」 は話 し手 所 属 の 情 報 で あ り,「 ね 」 は 聞 き手 所 属 で あ る こ とは確 か に この

「よ」 を 「ね」 に替 えてみ る とよ くわか る。 なお,英 訳 は こ の 「よ」 の よ う な 聞

き手 へ の語気 の強 さ とい う ものは表 現 してい ない よ うであ り,仮 に表 現 す る と し

た ら,5の よ うに 副 詞 句 を用 い て事 実 で あ るこ とが強調 され る と考 え られ る。

7.「 よ」:聞 き手 の 内 的 状 況 で も,よ り正 当 な判 断 基 準 を 得 て い る と認 識 し,

0方 的 に指 摘 す る

・(昼 間 か ら芸 者 を呼 べ と言 わ れ て渋 る駒 子 に)「 屑 が 残 る とい や だ よ。」 「あ

ん た そん な ことを言 うの,こ の 土 地 を荒 稼 ぎの 温 泉 場 と考 え ちが い して らっ し

ゃるの よ。～」

"At
nightthere'stoomuchdangerofgettingthedregsnooneelse

want.""Youtakethisforacheaphot-springtownlikeanyother."

こ こ で は,聞 き手 の 推 論 内 容 まで を 「よ」 で話 し手 の確 か な情 報 と して提示 して

い る。 「ね」 の よ うに情報 の本 来 のあ りかが 聞 き手 に所 属 してい る こ とに斜酌 し

ない点 で,同 じ決 め 付 けで も強 引 な 印 象 を与 えやす い。英訳 で も聞 き手 を主語 に

お いたYoutake～ と聞 き手 の な わ ば りを侵 犯 す る 強引 な言 い方 に なって お り,

こ の点 で 原 文 に近 い表 現 が 選 ば れ てい る と思 われ る。
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8.「 よ」:判 断 の提 示 ・指 摘

9.「 ね」:感 想 ・直 感 の 聞 き手 へ の 投 げ か け

「君 はいい女 だね。」 「どういいの。」 「いい女 だ よ。」 「おか しな ひ と。」

"Y
ou'reagoodwoman.""HowamIgood?""Agoodwoman.""Whatan

oddperson."

上 の発 話 は,最 初 の 終 助 詞 を 「よ」 にす る こ とは可 能 であ るが,後 の 方 を 「ね」

とす るの は不 自然 であ る。 この こ とは,聞 き手 と共 通 認 識 を志 向 す る段 階 と共 同

注意 を促 す段 階の うち,前 者 の 方 が よ り表 出 的 で あ る こ とを感 じさせ る。

英訳 にお いて も,"You,reagoodwoman."と"Agoodwoman."の 順 番 は変

更 で きな い と考 え られ るが,そ の理 由 は 日本語 の場 合 とは全 く異 な る。前 の文 は

表 出的で も共通認識 的で もな く,あ く まで 話 し手 個 人 の 認 識 の 説 明で ある。 こ こ

を後者 の一語 文 を もって くる と,呼 び か け の よ うに な り,こ の 談 話 にお い て は文

意 を成 さ な い。

10.「 ね 」:事 実 認 識 に基 づ き,聞 き手 が そ れ と認 め る て い る と十 分 認識 で き,

そ れ に基 づ き指 摘 す る

・ 「あ ん た ,や っ ぱ り髭 をお 伸 しに な ら なか ったのね。」

"Y
oudidn'tgrowamustacheafterall."

こ こ は,見 れ ば0目 瞭 然,聞 き手 自身 の こ とな の で 聞 き手 が異 を唱 える可 能性

はない ところで 「ね」 が使 われ てい る。 なお,期 待 に反 して い る感 じは 「や っぱ

り」 や認識 の焦点 を指摘 す る 「の」 が担 ってい る と考 え られ る。

英訳 で は,期 待 に反 す る 落胆 は,afterallに 支 え られ て表 現 され て い る。 この

場 合 は聞 き手 の情報 その もので あるため,認 識 共 有 を図 る付 加 疑 問 文 は使 えない

が,日 本 語 で は 聞 き手 の状 況 そ の もの も共 同認識 の対象 で あ るため,「 ね 」 で マ

ー クで きる こ とが わ か る。

11.「 ね 」:聞 き手 も話 し手 の よ う に 認 め る と認 識 で き,そ れ と指 摘 す る

・ 「星 の 光 が 東 京 と ま る で ち が う ね 。 い か に も宙 に 浮 い て る ね 。」 「月 夜 だ か ら

そ う で も な い わ 。 」

"Thestarshe
rearedifferentfromthestarsinTokyo."Shimamurasaid

afteratime."Theyseemtofloatupfromthesky.""Nottonight,though.

Themoonistoobright."

駒 子 は 東 京 に い た こ とが あ る の で,島 村 が 「ね 」 と訴 え か け る の は 十 分 根 拠 が
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ある。実際はそ うはいかず 「そ うで もないわ」 と反論 されている。 このパ ターン

は案外多 く,「 ね」がいかに話 し手の主観 で使われているにす ぎないかがわかる。

英訳では,島 村 の言葉は聞 き手に同意を求める表現 はとっていない。原文ではこ

こは駒子が当然共感 を示す と想定 した発話 になっていて よい箇所であ り,そ れで

こそあとの駒子の反論が生 きて くるのであるが,英 語の場合 この ような描写的,

表現性の高い文では聞 き手の同意 を求める付加疑問文 は使いにくいのか もしれな

い。 なお,最 後の駒子の言葉は文末にthoughを つけて,命 題部分への抑 えた反

論 を表現 している。いわば命題内部の処理であ り,そ の意味で論理的な必要性 に

基づ くものであるので,原 文の 「そうで もないわ」のような,聞 こえよが しに反

論す る口吻が伝 わる余地はない。

12.「 ね」:事 実 ・情 報 な しに,聞 き手 の 内 的 状 況 を主 観 的 に 認 識 し,そ れ と指

摘 す る

「旦 那 さん,ず い ぶ ん結 構 なお 身分 で,柔 か い お 体 で ご ざ い ます ね 。」 ～ 「～ ち

ょうどよい工合 に太 って ってい らっ しゃい ますが,お 酒 は召 し上 りませ ん ね 。」

「よ く分 るな。」～ 「なんで ござい ます ね,お 酒 を召 し上 らな い と,ほ ん と うに

面 白い とい う こ とが ご ざい ませ んね,な に もか も忘 れ て しま う。」 「君 の旦 那 さ

んは飲 むんだね。」 「飲 んで困 ります 。」

"Y
oumustnothavetowork.Feelhowniceandsoftyouare."～"～But

you'rejustright,nottoofatandnottoothin.Andyoudon'tdrink,doyou?"
"Y
oucantellthat?"～"Butwhenyoudon'tdrink,youdon'tknowwhatit

isreallytoenjoyyourselftoforgeteverythingthathappens.""Your

husbanddrinks,doeshe?""Muchtoomuch."

日本 語 で は 聞 き手 の こ と に言 及 す る場合 よ く 「ね」 が用 い られ,「 コ メ ン トの

『ね 』」 の 名 称 で 呼 ばれ他 とは別 に分類 され る。 これは聞 き手 の 同意が 得 られ るた

め とい う よ りも,聞 き手 に所 属 す る こ と だか らだ と考 え られてい る。 しか し,こ

の 「コ メ ン トの 『ね 』」 は仮 に 「ね」 が他 の用 法 と同様,聞 き手 との 共 感 や 同 意

を最 終 的 に求 めて発せ られ る もの だ と した ら,不 自然 な こ とに な る。 こ こで 「ね」

を単 に共 同認識 を志 向す るだけの機能 を持 った もの と考 えれば,仮 に話 し手 と聞

き手 が と もに 晴 天 を 目に して いれ ば 「い い天気 です ね」 と言 って共 同で認 識 し,

そ れ で挨 拶 に代 え る こ とが で きるの と同様 に,聞 き手 の な ん らか の美 点 を 「素 敵

で す ね」 と言 って 聞 き手 と共 同で認識 し,結 果 的 に褒 め な どの社 交 辞 令 の よ うな

発話 に なるのだ と考 え られ る。
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英文では感嘆や0般 論の提 出の場合はそのまま断定が,あ る程度確信 を持った

推論でかつ聞 き手の同意 を求める場合については,付 加疑問文(2箇 所)が 用い

られ,使 い分 けが見 られる。この付加疑問の用い方の限 りでは,確 かに 日本語の

「ね」の表現 と似た用法 となっている と言える。

13.「 ね」:聞 き手 へ の一 方 的 な 決 め 付 けVS「 わ」:話 し手 自身 の考 え

感 情 を 聞 き手 を意 識 した表 出(駒 子 が読 んだ小説 を書 き留 めておき,そ の雑 記帳が

もう十冊 に なった と聞いて)「 感 想 を書 い て お くん だ ね 。」 「感想 なん て書 け ませ

んわ。～ 「そ んな もの を書 き止 め とい たっ て,し よ うが な い じゃ な い か 。」 「し

よ うが あ りませ んわ。」 「徒 労 だね。」 「そ うです わ。」(と,女 は こともなげに明 る

く答えて,し か しじっ と島村 を見つ めていた。)

"Y
ouwritedownyourcriticisms,doyou?""Icouldneverdoanythinglike

that."-一 一"Butwhatgooddoesitdo?""Noneatall.""Awasteofeffort."

"Aco
mpletewasteofeffort",.

「ね 」 は今 ま で に指 摘 した よ う に,同 意 が 期 待 で きな い こ とで もあ えて使 い,

共 同認 識 を促 す こ とに よ り,談 話 の 状 況 次 第 で,強 引 に主 張 を認 め させ る よ う な

機 能 も果 たす。英 訳 の付加 疑 問文 につ いて は,先 の 場 合 と同様 で あ る 。

こ こで注 目すべ き点 は,"Awasteofeffort.""Acompletewasteofeffort"と

い う断 定 に対 し,completeと 聞 き手 の 主 張 を認 め つ つ,そ れ は既 に 自分 自身 が

認 識 して い る と表 現 してい る点 であ る。 この 点 に限って言 うと,む しろ 「わ」 の

文 よ り 「よ」 の 文 の場合 の英訳 に近 いか もしれ ないが,い ず れ にせ よ こ の よ う に

形 容 詞 で あ る種 の語気 の強 さを表現 し,終 助 詞 の 口吻 に近 づ こ う とす る方法 が と

られて いる こ とは興 味深 い。

14.「 ね 」:聞 き手 の 意 向 ・同 意 が 得 られ る と認 識 し,そ れ に 基 づ き誘 い か け,

同意 を求 め る

「一 年 に0度 で い い か らい ら っ し ゃい ね 。 私 の こ こにい る 間は,一 年 に 一 度,

き っ とい らっ し ゃい ね 。」

"O
nceayearisenough.You'llcomeonceayear,won'tyou,whileI`m

here?"

勧 め や 依 頼 は聞 き手 の 真 意 が わか らないか らこそ行 われ る。 そのため,共 通 認

識 を志 向 す る 「ね 」は 聞 き手の 同意 を求 めれ ば得 られ る はず だ と期待 をか けた り,

逆 に所 詮 は 同 意 を して くれ な い だろ うが,は か な い期 待 を か け て み よ う とか いっ
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た,う らは らな感 情 を な い まぜ に して表 現す る。英 訳 で もこの ようなない まぜ と

な った期待 感 と不 安感 がYou'll～,won'tyou.と い う強 引 で か つ 相 手 の 真 意 は相

手 次 第 とい う構 文 で表現 され てい る と考 え られ る。

it-2.談 話 レベ ル で見 られ る終 助 詞 の 多 用

15.「 よ」:話 題 に 関 す る情 報 提 示 にお い て,話 し手 が 聞 き手 よ り優 位 に あ るこ

とを示 し,談 話 の 流 れ を コ ン トロー ル す る。

「これか らだ ね」 「これか らです よ。 この雪 は この間一 尺 ばか り 降ったの が,

だ い ぶ解 け て 来 た と こ ろ で す 。」 「解 ける こ ともあ るのか ね。」 「もういつ大 雪 に

なるか分か りませ ん。」

"Th
eheavysnowscomefromnowon?""They'rejustbeginning.Wehad

abouta・fooもbutitlsmelteddownagoodbit.""It'sbeen皿elting,hasit?"

"W
ecouldhaveaheavysnowalmostanytimenow,though."

原 文 で は 「こ の土 地 の寒 さや 雪 に関す る情 報 の優 位性 は宿 の番頭 が もっ てお り,

そ の た め 文 体 は丁 寧 で あ る が,「 これ か らで す よ」 の よ う に 「よ」 を伴 う形 式 を

とって,こ の談 話 の 主 導 権 を握 っ て い る ことが示 され てい る。そ のた め 「雪が解

ける こ と もあ るのか」 とい う質 問へ の対応 もそ こそ こ に,「 い つ 大 雪 に な る か わ

か ら ない ほ ど,寒 さが 迫 っ て い る」 とあ くまで 自説 を続 けて述べ て い る。

英語 で は,そ の よ う に番 頭 に談 話 の 主 導 権 が ある こ とが訳 出で きない。 そ の代

わ り,相 手 の 問 い か け に答 えず に 自分 の意見 を述べ る こ とに よ り生 じたあ る種 の

談話 の ね じれ に対 し,こ こ で はthoughを つ け る こ とで解 消 して い る こ と に注 目

され る。す なわ ち,前 のWehadaboutafoot,butit'smelteddownagoodbit.

It'sbeenmelting,hasit?と い う発 話 と,Wecouldhaveaheavysnowalmost

anytimenow.と い う発 話 を命 題 内 部 の意 味 の 面 で接 続 し,原 文 とは別 の 方 法 で

結 束性 を持 た せ てい る。

16.「ね」:共 有知識化することにより,談 話 における前提化 をす る

「弟が今度 こちらに勤め させていただいてお りますのです ってね。お世話 さま

で す わ 。」

"I
understandmybrotherhascometoworkhere.Thankyouforalb

you'vedone."

こ の 場 合 の 「ね 」 も 聞 き手 の 反 応 を 待 つ か の よ う に 上 昇 性 イ ン トネ ー シ ョ ンが

使 わ れ る 。 先 に も述 べ た よ う に,こ の 意 味 で 「ね 」 の 文 そ れ 自体 は,厳 密 な 意 味
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では完結 していない と考え られる。 この ことは,終 助詞の文が聞 き手 と共同で談

話が構築 されていることを示唆 している と考 えられる。 ここで は,「 ね」のあと

に⊥駅長がおそ らくうなつ く,あ るいは肯定する反応が想定 されてお り,そ れを

前提 として,事 実 に対するコメン トが 「わ」でなされるとい う構成になっている

と考 えられる。

英訳のIunderstandは,駅 長はこの事実を当然 よ く知 っているが駅長本人か

ら聞いたわけではない ことか ら付け られた と考え られる。 この点は 「ね」で表現

される文 とこの英訳で表現 される事実関係 とは同様である。ただ し,「 ね」 の場

合 は聞 き手か らの情報 であって も共 同認識が可能であることに変 わ りはないの

で,「 ね」 をつけることに問題 はない。 この点で,聞 き手か らの情報であること

に関 しては 「ね」の使用 と比べた範囲では,英 語 の方が むしろ制約が大 きい。

17.「 よ」:情 報提示⇒前提化⇒ 「ね」前提 ・共通認識 の設定⇒ 「よ」:情 報提 示

(⇒因果関係の構成へ)

「ほんの子供ですか ら,駅 長 さんか らよ く教 えてやっていただいて,よ ろ しく

お願いいた しますわ。」「よろ しい。元気で働いてるよ。 これか らいそが しくな

る。去年は大雪 だったよ。 よ く雪崩れてね,汽 車が立往生するんで,村 も焚

出 しが い そ が しか っ た よ 。」

"H
e'sreallynomorethanachild.You'llteachhimWhatheneedsto

know,won'tyou.""Oh,buthe'sdoingverywe11.We'11bebusierfromnow

on,withthesnowandall.Lastyearwehadsomuchthatthetrainswere

alwaysbeingstoppedbyavalanches,andthewholetownwaskeptbusy

cookingforthem."

こ こ で は,ま ず 「よ」 で 聞 き手 の 新 事 実 が 提 示 さ れ,そ こ か ら容 易 に 推 論 さ れ

る 因 果 関 係 を 「ね 」 で 示 し共 通 認 識 の 前 提 と し,そ れ に よ っ て さ ら に 次 に 文 を つ

な ぎ,次 に は 「(ん)で 」 で 明 ら か な 因 果 関 係 を構 成 し,最 後 に 新 事 実 で あ る 結

果 を 「よ 」 で 表 現 す る,と い う構 成 と な っ て い る 。 つ ま り,聞 き手 の 認 識 を 時 間

軸 に 沿 っ て 徐 々 に 積 み 重 ね て い く述 べ 方 と な っ て い る 。

こ れ に 対 し,英 語 で は 文 の 因 果 関 係 を 表 す 形so～that構 文,受 動 文,andと

受 動 文 な ど で 命 題 内 部 で 論 理 的 に 整 理 さ れ,提 示 さ れ て い る こ と が わ か る 。 こ の

点,日 本 語 で は 終 助 詞 を 繰 り出 し な が ら,聞 き手 の 理 解 と 同 時 進 行 で,談 話 を 構

成 し て い る の か も し れ な い 。
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lll.終 わ り に

以上 よ り,日 本語における終助詞の使用 自体が大変ユニークな特徴であると思

われる。また,話 し手が認識 し表出する終助詞を伴わない段階か ら,そ れを聞き

手 との共同認識 を目指 して,聞 き手 を意識 した表出(「 わ」)か ら聞 き手 との共同

認識 を志向 した表現(「 ね」),あ るいは聞 き手に認識 を促す(「 よ」)の 段 階 と細

かに使い分 け られている点 も注 目で きる。終助詞は文末に位置するとはいえ,上

昇性 のイン トネーシ ョンで発せ られ ることか らもわかるように,文 を終える機能

よ りもむ しろ聞 き手 と共 に認識 しなが ら,文 を超 えて談話 とその意味を構成する

機能 を持 っているようである。

このような終助詞の機能は,日 本語の言語化の際の具体的な把握の仕方,聞 き

手へ の注 目度の高さ,認 識,談 話構成 を聞 き手 との共同作業 として しようとする

志向性な どに支 えられていると考えられる。 また,談 話 という短期記憶 において

言語活動が行われる中で,終 助詞の数が数個に限 られてお り,音 節数 も少 な く,

用法の際に命題部分な どか ら厳格 な条件がな く,無 意識に使われるだけのフッ ト

ワークの軽 さがあるとい う性質 も,こ の機能 を十全に発揮 で きる大 きな理由 とな

っている と考え られる。(守 屋2005.10)今 後 もさらに考察を進めたい。

注1.小 稿 は守 屋2005,9を 大 幅 に加 筆,修 正 した もので あ る。
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